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圃
講
演
部
か
ら

古
諺
に
日
p
＼
援
の
大
な
ら
ざ
る
も
の
は
往
も

亦
少
な
り
さ
。
宜
な
る
か
な
。
大
昔
の
後
に
は
大

築
わ
り
。
小
北
向
の
後
に
大
築
わ
ら
？
。
争
闘
は
成

功
の
尖
に
て
ぞ
あ
る
。
叫
や
し
て
椛
隷
家
れ
ら
ん
も

欲
す
る
は
庄
司
し
て
倦
倖
た
希
ふ
者
な
り
。
聖
雄
宣

は
〈
、
一
生
空
・
し
く
過
’
し
て
市
内
歳
悔
ゆ
る
事
勿
れ

さ
。
相
構
へ
て
不
断
の
努
力
た
忘
る
ぺ
か
ら
ざ
る

な
り
。
営
部
の
鼎
出
展
も
倉
員
各
自
の
努
力
如
何
日

閃
る
の
み
。
今
昨
秋
以
来
嘗
部
の
勤
他
の
一
部
4

暗

記
す
る
事
知
左
。

ロ

ロ

閉
説
教
九
月
二
日
堕
問
村
品
川
子
妙
法
講
貝
の

録
、
同
村
雲
海
寺
に
於
て
溝
岡
、
松
木
、
小
限
岡

三
名
の
説
教
わ
り
き
。

ロ

ロ

回
説
教
九
刃
四
日
同
五
日
の
爾
日
、
波
木
弁

図
賞
寺
に
於
て
施
餓
鬼
法
要
た
修
す
る
に
蛍
り
、

器
開
．
松
木
出
張

L
同
地
信
者
の
然
説
教
あ
り
法

袋
充
満
す
。

ロ

口

巴
幻
燈
九
月
十
日
飯
宮
村
本
成
寺
内
靭
尊
位
指

摘
胞
に
際
L
．
沼
田
、
松
木
、
川
口
等
出
迎
ぴ
数
百

の
群
品
岩
戸
ゆ
府
岬
め
高
浦
仙
の
幻
燈
九
刊
か
開
き
て
、
内
川
心

世情暗記
d
・
し
む
る
所
多
か
り
告
。

全
月
十
二
日
本
村
中
町
山
同
局
族
符
に
於
て
我

育
幻
燈
’
h
h
箆
さ
れ
れ
り
。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

閉
幻
燈
並
に
説
教
九
月
サ
五
日
（
苔
八
月
十
日
〉

賂
谷
村
本
郷
妙
善
寺
洩
品
川
自
国
祭
典
に
、
森
‘
松
木

菊
池
出
張

L
、
岡
地
善
男
女
の
然
め
幻
燈
並
に
説

教
わ
り
。
法
盆
甚
大
な
り
き
。

ロ
ロ
ロ
ロ

回
大
合
幻
燈
十
月
十
三
日
は
例
年
の
遜
叫
幻
燈

後
高
等
部
生
の
遜
夜
説
教
わ
り
て
報
恩
の
念
特
だ

惜唱す
Q

同
夜
幻
燈
隷
士
は
森
、
松
木
、
藤
田
、
琉

木
、
坂
本
ハ
主
）
等
な
り
き
。

ロ
ロ
ロ
ロ

何
幻
燈
説
教
替
九
月
十
二
日
一
十
月
廿
五
日
υ奥

之
院
の
法
難
舎
に
て
、
プ
森
‘
松
木
、
藤
問
問
R
院
幻

燈
舎
に
績
、
手
通
夜
校
教
ゐ
治
、
し
、
深
伝
の
善
男
女

さ
倶
に
其
の
常
時
金
ぽ
追
想
”
し
来
志
事
切
な
り
。

ロ

ロ

由
競
泳
十
月
サ
六
日
大
須
成
村
議
王
寺
千
部

舎
に
際

L
、
泳
、
松
木
、
出
張

L
老
若
鴛
め
に
法

雨
に
潤
ふ
。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

白
木
妙
港
祭
鵡
十
月
叶
一
日
夜
例
歳
の
通
り
中

等
部
五
年
級
並
ぴ
に
高
等
部
生
の
誕
夜
あ
り
、
和

尚
刊
の
油
隔
た
追
慕
す
。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

回
七
挺
山
祭
典
十
一
月
三
日
高
等
部
令
部
登
山

遁
夜
説
教
幻
燈
等
あ
り
れ
り
。
議
堂
の
謝
機
感
漢

に
袖
ル
担
問
す
。
ハ
芳
月
〉

回
文
皐
部
か
ら

常
部
は
先
告
に
部
長
の
御
辞
職
な
さ
れ
る
の
Z

時
ら
同
ど
う
L
て
、
吾
々
の
要
求
た
充
す
ぺ
ミ
ざ
先

決
問
題
の
進
取
の
銭
め
、
財
務
の
上
に
多
少
の
控

へ
目
ん
も
生
C
れ
。
十
月
早
速
品
目
行
寸
る
積
り
で
あ

つ
れ
が
‘
一
時
延
期
さ
云
ふ
二
さ
に
・
し
て
原
稿
の

募
集
も
停
止
，
し
れ
が
、
新
部
長
に
深
津
教
授
ら
仰

い
で
、
新
春
ル
迎
へ
る
さ
共
に
合
員
諸
君
の
援
助

に
よ
っ
て
、
芽
出
度
〈
本
誌
の
安
行
を
見
る
に
到

つ
れ
、
．
さ
は
、
本
舎
の
匁
め
大
い
に
喜
ん
で
項
き

サ

t
u何
時
も
念
頭
か
ら
隣
れ
な
い
の
は
雑
誌
縫
駒
山
所

の
新
設
で
あ
る
。
ま
，
仁
共
の
運
び
に
山
明
記
・
し
な
い
、
．

2
は
翼
に
遺
憾
ご
す
芯
所
で
あ
る
。
不
本
意
な
が

ら
第
一
教
室
ル
臨
時
縦
覧
所
さ
・
し
て
、
旦
ら
〈
時

か
待
つ
よ
り
外
は
な
い
。
借
て
縦
覧
所
に
置
く
雑

誌
の
総
て
が
諸
君
の
‘
も
の
で
あ
る
。
ょ
L
、
日
・
々

の
新
開
業
の
他
の
雑
誌
は
愛
議
さ
れ
る
で
あ
ら
う

ιか
L
大
部
分
に
於
い
て
時
間
た
徒
食
す
る
人
が

多
い
、
決
・
し
て
全
部
さ
は
一
石
は
ぬ
。
拾
ひ
譲
み
位

(74) 



は
や
っ
て
頂
き
十
い
い
。
狼
り
に
新
’
L
u－
－
さ
や
望

む
わ
げ
で
は
な
い
が
、
一
般
常
識
の
鴻
養
は
雑
誌

の
愛
護
・
か
最
も
よ
く
援
助
に
足
る
主
恩
ふ
。
間
・
々

鼠
習
の
正
認
さ
問
問
、
し
合
d
る
さ
へ
骨
拾
に
有
盆
な
・
－

さ
が
あ
る
。

多
読
者
セ
！
根
深
げ
れ
ば
校
茂

L
、
源
遼
げ

れ
ぼ
流
b
t
’
し
の
金
昔
一
回
は
、
ロ
ハ
一
片
の
支
援
・
ミ
・
し
て

読
み
去
あ
ぺ
き
で
は
な
い
。
素
養
の
充
賞
・
し
れ
入

、
、
そ
同
県
に
能
く
柴
容
ル
致
す
も
の
で
あ
る
。
校
の

紫
荒
寸
る
・
”
さ
の
み
羨
ん
で
枚
の
蔓
延
ら
怠
る
な

ら
ば
依
田
胤
も
よ
く
二
れ
た
倒
寸
で
あ
ら
う
。
ぬ
し

て
や
大
風
に
犠
h
w
得
。
う
か
。
徒
ら
に
偉
人
の
楽

酎
割
引
か
羨
ん
で
素
養
た
怠
り
、
一
時
の
虚
名
に
憶
る

弘
治
は
、
品
川
の
所
説
金
泊
者
流
で
あ
る
。
吾
功
名

心
の
強
寺
岡
山
沿
の
志
士
ょ
、
資
力
か
養
ひ
そ
’
し
て

素
養
の
深
き
か
翠
ま
れ
よ
。
世
の
大
家
主
呼
ば
る

、
地
位
の
入
、
主
（
の
根
底
は
皆
之
に
困
る
こ
さ
た

考
へ
ら
れ
よ
。
ハ
古
室
生
）

国
運
動
部
よ
り

外
の
部
口
感
に
や
り
出
マ
の
い
い
‘
・
訟
が
運
動
部

は
碕
々
の
防
除
が
起
っ
て
・
宇
し
も
振
は
な
い
。
運

開
場
は
未
だ
新
設
の
運
ぴ
に
歪
ら
ず
、
校
舎
建
築

の
然
め
取
り
扮
は
れ
仁
ト
ラ
ヴ
ペ
ー
ス
や
遊
勧
木

や
銭
棒
は
某
僅

r
L‘
貨
に
’
今
の
我
が
部
は
手
も

足
も
伸
．
は
ぜ
な
ぽ
。
げ
れ
ど
も
十
一

R
庭
球
の
道

具
た
新
調
’
し
て
か
ら
大
分
活
気
づ
い
て
来
れ
。
品
鳥

谷
寮
前
の
侭
運
動
場
に
は
必
の
索
、
い
の
じ
も
閥
ら

？
ヲ
L

V

Y

ト
の
背
が
勇
ま

rv〈
切
裂
い
て
居
る
。

例
年
御
大
合
の
慰
労
さ

L
て
行
は
れ
あ
茸
狩
り

は
‘
都
令
が
め
っ
て
中
止
し
れ
代
り
に
、
十
一
月

サ
三
日
に
口
小
室
山
へ
日
蹄
り
の
遠
足
ル
企
て
れ

此
日
参
加

d
L
六
十
の
健
児
は
藤
田
岡
附
故
川
崎
町
守

同
名
の
教
授
に
引
卒
ぜ
ら
れ
て
、
午
前
六
時
木
院

か
出
品
H
L、
第
ま

L
〈
校
歌
在
世
間
同
町

L
つ
弘
前
進

・
し
れ
。
途
中
下
山
、
明
石
等
に
て
少
憩
2

し
茶
菓
の

饗
隠
ル
受
げ
、
鬼
嶋
妙
開
明
寺
に
て
午
餐
た
喫
・
し
O

時
牟
小
室
山
へ
着
い
わ
い
。
諸
堂
た
参
斧
，
し
貨
物
等

た
拝
観
乙
厚
く
趨
ル
述
べ
て
蹄
途
に
就
い
わ
ト
。
注

巾
法
論
石
に
六
百
徐
年
の
品
目
ル
偲
ぴ
、
午
後
三
時

鰍
湾
に
出
土
。
此
底
よ
り
隊
は
二
つ
に
分
れ
一
は

陸
上
を
徒
歩
に
て
、
他
の
一
叫
慨
は
般
の
傾
ら
借
り

て
般
で
隠
る
事
さ
な
ヲ
土
。
陸
上
隊
は
約
十
五
名

共
の
早
き
者
は
六
旦
の
遣
や
約
三
時
間
で
蹄
り
、

三
門
迄
来
品
即
時
怖
を
迎
H
V
日
行
つ
れ
位
に
。
吾
輩
も

陸
上
隊
の
一
員
で
あ
つ
れ
が
鈴
り
疲
れ
も
ぜ
な
か

つ
れ
。
翌
日
直
ち
に
運
動
場
で
飛
び
廻
つ
れ
位
仁
，

歩
く
事
は
非
常
じ
体
の
忽
め
に
よ
い
。
昨
吋
骨
遠
足

は
m
F

り
皮
い
さ
思
っ
て
居
る
。

崎
将
け
れ
此
臼
我
骨
か
徒
過
さ
れ
・
し
方
々
に
日
開
く

御
脇
市
？
し
ま
寸
。
ハ
R
O
生）

回
全
品
川
首
贈
者
芳
名

（
次
第
不
順
υ

森
・
悶
前
教
関
殿

平

原

唯

逮

殿

中

村

是

本

殿

清

水

玄

正

続

本

成

寺

殿

大

村

事

英

世

相

中

村

端

義

殿

奥

ノ

院

殿

本

院

殿

木

村

選

鮮

殿

望

月

寛

祭

殿

妙

法

寺

殿

蒋

血

児

図

殿

脇

本

執

事

殿

米

山

某

殿

”
宗
唯
一
青
年
関
滋
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大
崎
間
平
報
ハ
全
上
〉

日
宗
新
伺
門
会
上
）

三
賀
ハ
全
上
）

天
鼓
ハ
金
上
〉

山
家
事
報
ハ
全
土
〉

唱
導
ハ
全
上
〉

法
華
経
講
義

園 山京東千全東東
形都京葉 京京

日

蓮

宗

大

接

敗

目
血
病
新
聞
社
殿

森

江

書

店

殿

天

鼓

赴

殿

伊

藤

指

揮

開

殿

哨

導

位

殿

早

般

金

次

郎

殿

く76)
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